
深山の日当りのよい乾いた所に生える小低木。茎は地をはい、上部は斜上して高さ10-20cmになり、赤褐

色の長毛が生える。5-6月、上部の葉腋から長さ2-4cmの花柄を伸ばす。花柄には小さな広卵形の数枚の

小苞があり、腺のある赤褐色の長毛が生え、先端に1個の花をつける。萼は赤色で腺毛が生える。花冠は

鐘形、白色で赤みを帯び、長さ約7mm。

県内で3ヶ所に知られている。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点
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■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

北海道、本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…アカモノ
環境省ランク… －Gaultheria  adenothrix  (Miq.) Maxim.


